
バニー・トラップbravo 15 エピローグ　シャーリィ×勇者

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

あらすじ：

エンディング後にあったであろうお話。

勇者とリリア、賢者とルナは結ばれ、また、彼らの努力により、

カジノは魔王軍から独立し、健全な経営をするまでになった。

勇者はリリアとの間に、子供を儲け、幸せに暮らしていた。

その時期の一幕が語られる。

勇者は、増える家族、家計のために、カジノで働くことにしたのだが、

先輩に当たるシャーリィに、目を付けられ、誘惑されて…。。

プレイ内容：

バニー・シャーリィ×勇者アゼル

誘惑～浮気～パイズリ（乳内射精）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

シャーリィ：

あ～あ～。もう、勇者様様ったら…。

あとこれ片づけたら帰れるって時に…。

粗相するの、今日これで５回目ですよ？

慣れない現場だとはいえ、

さすがにもうちょっとうまく、やってもらわないと…。



ホントにキミは、あの勇者様なのかなぁ…？♥

賢者様と一緒にここを独立させたとか。健全な経営に変えたとか。

いろいろお話は聞いてますけど。

キミを見てると、なんかそうは見えないよねぇ…。

あ、お酒、モロにかかっちゃってるから、早く、制服、脱いじゃっって？　

そのままにしとくと、お肌荒れちゃうから♥

ほら、手伝ってあげるっ。

ジャケットに……、シャツに……、ズボンにぃ…♥　

ふふふっ…♥♥

アゼル：

そ、そんなに…？

わっ…、わっ…、わっ…、

わわわっ…。。

シャーリィ：

よーし。これで全部、脱げたね～♥♥

じゃあこのシャーリィ先輩が、特別にふき取ってあげるから、

キミはソファーに座っててね。

ほら、この熱いおしぼりで…。じゃあ、いくよ…♥♥

ちょっと屈んで、キミの、白い肌を…、

ふき……、ふき……、ふき……、ふき……♥　

軽く前傾しながら、胸のあたりをぉ、

ふき……、ふき……、ふき……、ふき……♥　

アゼル：

あっっ…♥　あっっ…♥　あっっ…♥　あっっ…♥

シャーリィさん、かがむと、おっぱい…♥　

おっぱいの谷間、目の前にきて……♥♥

シャーリィ：

ふふ…、どうしたの？　赤くなっちゃって…♥

アルコールに、当てられちゃったのかなぁ…？

はぁっ…、はぁっ…、んっ……。

あ…、この、胸のポッチはとくに繊細だから。

優しく…、優しく…、ふきふき…しないとね♥

ほら、触れるか触れないかくらいの強さで、ちくび、

さす…、さす…、さす…、さす…♥

さす…、さす…、さす…、さす…♥♥

アゼル：

乳首…♥　乳首…♥

さすさすされて…。きもち、いい…♥

はっっ…、はっっ…、はぁっ…、はぁっ…♥♥

それに、先輩のおっぱい、すごい、揺れて…♥♥

おっぱい…♥　おっぱい…♥　すごい…、おっきぃ…♥♥



も、もしかしたら、リリア、よりも…？♥

ごくっ…♥

シャーリィ：

ね…勇者様…。正直に、教えてほしいんだけど…。。

今日すっごいミスしてたのはさ…、仕事中にぃ、「コ・コ♥」、

チラチラ見てたから、だよね…？

はっっ…、はっっ…、んっっ…、はぁっ…♥♥

ふふ……。とぼけないの…♥♥

今、君の眼の前でぷるんぷるんしてる、

バニー服から今にもこぼれそうなおっぱい。

隙あらば、見ようとしてたからだよね…？♥　

んっっ…、はぁっ…、んっっ…、はぁっ…。

嘘ついても、ダメだよ…？♥♥

女は、エッチな視線には特に敏感なんだから…。

この服、メロンなような乳房がほとんど丸出しで、

先っぽも、きわどく覆われてるだけだから…。

仕事中、気になってしょうがなかったでしょ…？

上からのぞいたら見えちゃいそうな先端やぁ…、んっ…。

ふかぁい谷間に、眼がどんどん吸い寄せられて…

大変だったでしょ…？

ごめんね？　勇者様。

この、エッチなおっぱいで、いっっぱい、誘惑しちゃって…♥♥

あぁン…♥　腕寄せてぇ、さらに谷間、ぎゅーー・ぅっっ♥♥♥

んふふっ…♥

アゼル：

あっ…、あっ…、あっ…♥

あぁ……♥

シャーリィ：

あ、そういえば、

リリア先輩…。奥さんはまた最近、赤ちゃんを産んだんでしたよね…？　

ふふっ…。そうなると…、さそかし大変でしょうね。

勇者様は、まだまだ、奥さんと夜毎にでも触れあいたいのに、

彼女は育児にかかりっきりで。

夫婦での、エ　ッ　チ　な　営　み　も♥　

ここのとこ、ご無沙汰になってるんじゃないですか…？♥

先輩がきれいなおっぱいをさらして、赤ちゃんに授乳しているところ見て。

ムラムラ、しちゃってるんじゃないですか…？♥

あまつさえ、奥さんのおっぱいを揉んで、吸って、

好きにしてる自分の赤ちゃんに、

嫉妬まで、しちゃってたりして…♥♥

ね、勇者様。ちょっと、見ててくださいね？

私のバニー服の、おっぱいを包んでる部分♥♥

この先を…、んふふ。摘んで～……、



それから、おろしてっっ♥♥　

えいっっ♥♥

ぺろん♥

アゼル：

あっっ…♥　あっっ…♥　あぁっ…♥

あ…！♥♥

シャーリィ：

あぁ～ん♥♥　

生おっぱい♥　勇者様の前で放り出しちゃったぁ…♥♥

ふふっ。勇者様、すっごいスケベなお顔になっちゃって…♥♥　

おっぱい、だーい好きですもんね…♥♥　

ね、ね…♥　もし良かったらなんですが…、

このおっぱいで、イイコトして、あげましょっか…？♥

勇者様、まだぜ～んぜん乳離れできてないのに、

お預けされたままなんて、かわいそうですし♥

ムラムラしっぱなしで、仕事に支障が出るのも、良くないですしね♥

私がこの巨乳を使って。あ～んなことや、こ～んなことしてぇ。

勇者様をスッキリ、気持ちよくしてあげますよ…？♥♥

んっ…、はぁっ…、はぁっ…、はぁっ…♥

奥さんにバレるか心配してるなら、大丈夫です♥

彼女は今、旅行中ですし…、私は秘密を守れる女ですから…♥

ね…？♥

え～？　なに言ってるんですか…♥♥

おっぱい見つめながらじゃ、説得力、ぜんぜん無いですよ～…？♥

ほら、遠慮、しないでください…♥

おっぱいで、気持ちよく、なりたいんでしょ…♥

ほら、私のおっぱい、お顔に、近づけていきますよぉ…？♥♥

ほら…、ほら…、それで、エッチな谷間で、お顔……。。

むぎゅ～～～・うっっっ♥♥♥

アゼル：

んむぅぅ♥♥

んふ…、んふ…、んむ…♥

シャーリィ：

んふふっ…♥

勇者様のお顔、谷間に押し込んじゃいましたぁ…♥♥

ここから乳房を両手でつかんで、内側に寄せて。

お顔を…♥

ぱふ……、ぱふ……、ぱふ……、ぱふ……♥　

ぱふ……、ぱふ……、ぱふ……、ぱふ……♥♥

ぱふ……、ぱふ……、ぱふ……、ぱふ……♥　



ぱふ……、ぱふ……、ぱふ……、ぱふ……♥♥

んふふ…♥♥

どう…？　わたしのおっぱいも、いいでしょ…？♥

先輩に負けないくらいおっきくて、柔らかくて。

頬を。お顔全体を、むぎゅ～って、優しく包んでくるでしょ…？

はっっ…、はっっ…、んっっ…、はぁっ…♥

それに今、私も発情期きてるから…、

谷間の香り、とっても、甘ったるくて。

吸い込む度に、頭がふわふわ…、ふわふわ…、してくるでしょ…？

ぱふ……、ぱふ……、ぱふ……、ぱふ……♥

ぱふ……、ぱふ……、ぱふ……、ぱふ……♥

さらに、乳首。

勇者様が、恋しくて仕方がなかった乳首っ♥

これも、ちゅっちゅさせてあげまちゅからね♥♥　

これ、ぐりぐり…、ぐりぐり…、お口に押しちゅけて…♥

んっ…、はあっ…、ん～？　これ、あむあむしたくない…？　

私の乳首、ちゅっちゅ、ちゅっちゅしたくないんでちゅかぁ…？♥

ミルク、飲みたかったんでしょ？

自分の赤ちゃんのせいでご無沙汰だった、エッチなミルク♥♥

遠慮しないの♥　ほら…。

乳首をぐりぐりして、キミの唇、こじあけて…♥　

おっぱい、むぎゅって、押し込んで…♥

んっ…、はっ…、はぁっ……♥

んっっ…♥♥♥

シャーリィ：

んふふ…、どう？

お口の中に、ミルク、流れ込んできたでしょ…♥♥

んっ…、はぁっ…、んっ…、どうかな…、私の、母乳の味は…♥♥

奥さんとはまた違った味で…、とっても、おいしいでしょ…？

はっっ…、はぁっ…、んっっ…、はぁっ…♥♥

勇者様、かわいい♥　夢中になって、吸いついちゃって…。

やっぱり、おっぱいが、恋しかったんだね♥♥

遠慮なんてしなくてイイから、いっぱい、ちゅぱちゅぱして、

ごくごく、飲んじゃって、いいからね…♥

ほーら…♥

ちゅー…♥　ちゅー…♥　ちゅー…♥　ちゅー…♥

ごく……♥　ごく……♥　ごく……♥　ごく……♥

ちゅー…♥　ちゅー…♥　ちゅー…♥　ちゅー…♥

ごく……♥　ごく……♥　ごく……♥　ごくぅ……♥

んふふ。勇者様の渇き、ちょっとは満たされたかな？♥

いったん、おっぱい、離して～っと…♥♥



わぁ～……♥

勇者様…、おかお、すっごい、トロトロになってるぅ…♥

私のおっぱいで、気持ちよくなってくれたんでちゅね…♥

うれしい…♥　キス、しちゃう…♥

んちゅっ…♥　んちゅっ…♥　んちゅっ…♥　んちゅっ…♥　あむ、

んちゅっ…♥　んちゅっ…♥　んちゅっ…♥　んちゅっ…♥

んー、ちゅっ…♥♥　んー、ちゅっ…♥♥　ちゅっ♥♥　ちゅっ♥♥　ちゅっ♥♥♥

さ…、勇者様？♥

もっともっと、このおっぱいで、気持ちよくしてあげまちゅからね♥♥

ほら、こう、おっぱいをキミに押しつけたまま、

カラダを下にズラしていけば～。

はぁ…、はぁ…、乳房が潰れたまま、つつつーって、

胸板を…、おなかを、通過していって…♥♥

アゼル：

あっ…♥　あっ…♥　そんな…♥

そんなこと、されたらぁ…♥♥

シャーリィ：

はぁっ…、はぁっ…、んっ…、そうだよ…？♥

このままだと、包まれちゃうね？

パンツからはみ出るほどに興奮してるアレ。

私のぷにぷにおっぱいに…、包まれちゃうね…？♥

はぁっ…、はぁっ…、そう…、上向きガチガチおちんちん♥♥

極上の、フワトロおっぱいのナカに…、すっぽりとぉ…♥

ほ～～ら…♥　むぎゅ～～…♥♥



アゼル：

あっっ…♥　あっっ…♥　ふぁあ…♥　

は、挟まれちゃった…♥　リリア以外の、おっぱいで…♥♥

あっ…、あっ…、あぁ…♥♥　や、やわらかい…♥♥♥

はぁ～…♥　ふぁぁ～…♥

シャーリィ：

んふふ…♥♥

勇者様のおちんちん、ほかの女のおっぱいで包まれちゃったね…♥

ふふ…。うっとりした溜息ついちゃって…♥

これも、とっても、良さそうだね…♥　

キミも、パイズリは初めてじゃないだろうけど、

こんなに喜んでくれてるってことは…。

どうやら私のおっぱい、リリア先輩に劣ってないってことで、イイんだよね…？　

ぎゅっ…、ぎゅっ…、ぎゅっ…、ぎゅっっ…♥♥

ふふ…♥

それどころか。もしかしたら、彼女のよりも、気持ちよかったりして…？♥

ぎゅ～～っっ…♥

じゃーぁ…、するからね…？

この、形の良いおっぱいで…、

たっぷり、パ　イ　ズ　リ　♥　してあげるからね……♥♥　

ほ～ら、おっぱいを、両手で内側に寄せて。

ナカのおちんちんを、しごくようにして…♥

くちゅ…♥　くちゅ…♥　くちゅ…♥　くちゅ…♥

くちゅ…♥　くちゅ…♥　くちゅ…♥　くちゅ…♥

わ♥　ふふ。すごいね♥　

パイズリ始まった途端、おちんちん、さらに大きくしちゃって…♥♥

おっぱい、ホント好きなんだね…♥

はっっ…♥　はっっ…♥　んっっ…♥　はぁっ…♥

はぁっ…♥　んっっ…♥　はぁっ…♥　はぁっ…♥

勇者様…？　逃げちゃ…ダメですからね？

もし逃げたら、大声、出しちゃいますからね…？♥

アゼル：

そっ…、そん、なっ…♥　ダメ…、ダメ…、です…♥

こんな、こと…、

やっ…♥　やめて…♥　やめて…、下さい…♥

はぁっ…♥　はぁっ…♥　はぁっ…♥　はぁっ…♥

んっっ…♥　はぁっ…♥　はぁっ…♥　はぁっ…♥

シャーリィ：

はぁっ…、はぁっ…、そう、言われましても…。

勇者様が、私のおっぱいで喜んでるからいけないんですよ？



おちんちん小さくするなら、私に興味ないんだなーって割り切れるけど。

パイズリの度におちんちん硬く、熱くしちゃうから、

止められなくなってるんですよ…？♥♥

アゼル：

そ、そん、なぁ…♥

はぁっ…、はぁっ…、はぁっ…、はあっ…♥

あぁあ…♥　やわらかい…♥

うー…♥　うー…♥　うー…♥　うー…♥

うー…♥　うー…♥　うー…♥　うー…♥

シャーリィ：

やめて欲しかったら、ほら。小さく、してみなさいよ。

ほかの女のおっぱいなんかで感じてないで、

小さく、してみなさいよぉ…♥♥

ほら……、ほら……、ほら……、ほら……♥

ほら……、ほら……、ほら……、ほらぁ……♥

アゼル：

うー…♥　うー…♥　うー…♥　うー…♥

うー…♥　うー…♥　うー…♥　うー…♥

シャーリィ：

ふふ…♥　勇者様、歯を食いしばって、ウーウー唸っちゃって…♥

家族のために、必死に抵抗、してるんだね…♥

んっ…、はっっ…、はっっ…、はぁっ…♥



我慢なんて、させないよ…？

ほらっ。ただおちんちんを挟んで、シゴくだけじゃなくて…、

左右の乳房が互い違いになるように、

おっぱい、上下…、上下、させたり…♥

はぁっ…♥　はぁっ…♥　はぁっ…♥　はぁっ…♥

はぁっ…♥　はぁっ…♥　はぁっ…♥　はぁっ…♥

おちんちん挟んだまま、カラダ細かく揺すって、

おっぱいをぶるぶるぶるぶるっ♥、ぶるぶるぶるぶるって、波打たせたり…♥

ぶるぶるぶるぶるっ♥　ぶるぶるぶるぶるぶるぶるっ♥♥

ぶるぶるぶるぶるぶる～……♥♥

アゼル：

あっあっあっあっ♥　あっあっあっあっあっあっあっ♥♥

あっあっあっあっあ～っ…♥♥

シャーリィ：

ふふっ♥　いいでしょ？　私の色んなおっぱい攻撃、イイでしょ？

ほら～…♥　ほら～…♥　ほら～…♥　ほら～…♥

ほら～…♥　ほら～…♥　ほら～…♥　ほら～…♥

アゼル：

あっ…♥　ちょっ…♥　あっっ…♥

おっぱい、おっぱい、亀頭の上に、乗せないでっ…♥

そのままぐりぐり…、ぐりぐり、しないでぇ…♥♥

シャーリィ：

んふふ♥♥

勇者様ぁ、おちんちん小さくするどころか、

どんどん硬く、大きくしちゃって…♥♥

だめでちゅよ～♥　そんなエッチになってたら、

奥さん、悲しんじゃいまちゅよ～♥

アゼル：

あっ…、あっ…♥　やっ…、やんっ…♥

上で、ズリズリ、おっぱい、這い、まわって…♥

や、やわらかい…♥♥　すご…、いっ…♥♥　あぁあ…♥

シャーリィ：

ね、勇者様ぁ…♥

私のおっぱい、気持ちいいんでしょ…？♥

奥さんよりも、テク、すごいんでしょ…？♥♥

ね、もし正直に、「気持ちいいです」って言ってくれたら、



もーっと、良くしてあげますよ…♥

このぐっちょんぐっちょんの谷間でぇ、も～っと激しく、

おちんちん、ズリュズリュ、ズリュズリュしてあげますよぉ♥♥

天にも昇る心地よさ♥　

最後にはもちろん、この柔らか～い肉の海の底でしろ～いお漏らし♥　

乳・内・射・精♥、

させてあげますよぉ…？♥♥

ね～え…。おっぱいナカだし…、したいでしょ？　

パイズリに敗北した白～い証、まき散らしたいんでしょ？♥

くちゅ…、くちゅ…、くちゅ…、くちゅ…♥♥

くちゅくちゅ、くちゅっ♥

ほら…♥　ほら…♥　ほら…♥　ほら…♥

ほらほら、ほらぁ…♥

だったら…、ほら、言って下さい♥♥

「シャーリィさんのおっぱい、きもちいいです～♥　

　リリアよりも、きもちいいです～♥」

ってね…♥　んふふっ…♥　

はっっ…♥　はっっ…♥　はっっ…♥　はっっ…♥

はっっ…♥　はっっ…♥　はっっ…♥　はっっ…♥

アゼル：

あ…♥　あ…♥　あ…♥　あ…♥



あ…♥　あ…♥　あ…♥　あ…♥♥

シャーリィ：

もし、言ってしてくれたら。これからも、シテあげますから♥

キミの、愛人として。セフレとして。

ムラムラしたときは、いつでも、どこでも♥

この、ぷるんぷるんの乳肉で挟んで。シゴいて。

たっぷりとナカだし♥♥　昇天♥♥　させてあげますから…♥♥　

ね～…♥　ん～・チュッ♥ん～～・チュッッ♥♥

ちゅっ♥　ちゅっ♥　ちゅっっ♥♥

アゼル：

あ～…♥　あ～…♥　あぁ～…♥

い…、イイっ…♥　イイですっっ…♥

シャーリィさんのおっぱい、イイ♥♥　気持ちいい、ですっっ…♥♥

シャーリィ：

ふふ…。リリア先輩の、よりもぉ…？♥

アゼル：

はいっ♥　はひっっ♥　イイ♥♥　イイですっ♥

リリアのより、イイですっ♥♥

おっぱい、きもちいいですぅ～♥♥♥

あぁ～…♥

シャーリィ：

んふふっ…♥　ふふふふふっ…♥♥

勇者様♥　ありがと♥　

とうとう、言ってくれましたね♥　敗北、してくれましたね♥

あはは、さらに、おちんちん、ビクビク、震わせちゃって♥♥

裏切りの快感、来ちゃってるんですね♥

かわいい…♥　

んちゅっ♥　ちゅぷっ♥　ちゅぷっ♥　ちゅうぅっ♥♥

じゃぁ、その浅ましさにお応えして…。

私のおっぱい搾って、キミのおちんちんに母乳をかけて…。

んっ…、はぁっ…、感度を、高めてから～…♥

んっっ…、はぁっ…、はぁっ…、はぁっ…♥

すり潰すくらいに、強く、おちんちん、挟み込んで…♥♥

ぎゅ～～ぅっっ♥♥

ほらっ…、ほらっ…、ほらっ…、ほらっ…♥♥

激しいパイズリ…、乳ズリ…、してあげますねっ…♥

おちんちんがおっぱいの下から上に、突き抜けるくらいにっ♥

んっっ♥♥はっっ♥♥はっっ♥♥はぁっっ♥♥

はっっ♥♥はっっ♥♥はっっ♥♥はぁっっ♥♥



んふふっ♥　すごいでしょ、これ♥

いれるとき、おちんちんが、

キツキツの乳肉をずりゅんずりゅんってかき分けていって♥♥

はぁっ、はぁっ、もどるとき、カリの傘が、

おっぱいにずりゅずりゅコスれて、めくられて♥♥

まるで、すべすべ名器に犯されてるみたいでしょっ？？♥♥

はっっ♥♥　はっっ♥♥　んっっ♥♥　はぁっっ♥

はっっ♥♥　はっっ♥♥　はっっ♥♥　はぁっっ♥♥

シャーリィ：

勇者様、もう、我慢なんて、しなくていいですからね？♥♥

理性の鎧脱いで、ほかのメスのおっぱいモロに感じながら、

奥さんにも聴かせたことない声、アンアン上げながらっっ、

射精への階段…駆け上がってって下さいね…♥♥

アゼル：

あー♥♥　あー♥♥　あー♥♥　あー♥♥

あー♥♥　あー♥♥　あー♥♥　あー♥♥

すごい♥　すごい♥　すごい♥　すごい♥

スゴイ♥　スゴイ♥　すごい♥　すごいっっ♥

シャーリィ：

あっっ♥♥　あっっ♥♥　すごい♥、すごいっ…♥♥

勇者様のおちんちん、ビキビキになって♥　ぷく～って、膨らんで…♥♥

イっちゃう♥　浮気おちんちん、イっちゃうん、ですねっ♥

はっっ♥♥　はっっ♥♥　はぁっ♥♥　はぁっ♥♥



んっっ♥♥　はっっ♥♥　はっっ♥♥　はぁっ♥♥

アゼル：

やわらかい♥♥　やわらかい♥♥　はげしいっ♥♥　はげしいっ♥♥

きもちいい♥♥　きもちいい♥♥　きもちいい♥♥　きもちいいっっ♥♥

シャーリィ：

さいごっ♥　最後はもちろん、ナカだし、ナカだし、ですからねっ♥♥

奥さん専用のはずだったせーえき♥♥

ご無沙汰で、出口を失ってた熟成せーえき、

ぜーんぶ、私のおっぱいで包んで、受け止めてあげますからねっっ♥♥

シャーリィ：

はっっ♥♥　はっっ♥♥　はっっ♥♥　はぁっ♥♥

はっっ♥♥　はっっ♥♥　んっっ♥♥　はぁっ♥♥

アゼル：

あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥

あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥　あんっ♥♥

シャーリィ：

さっ、勇者様っ♥　出してっ♥　出してくださいっっ♥♥

浮気せーえき、愛人のおっぱいに、どっぷり、とっっ♥♥

んふふっっ♥♥

はっっ♥♥　はっっ♥♥　はっっ♥♥　はっっ♥♥

ほらっ♥♥　ほらっ♥♥　ほらっ♥♥　ほらっ♥♥



アゼル：

イく♥♥　イく♥♥　イく♥♥　イく♥♥

イく♥♥　イく♥♥　イく♥♥　イく♥♥

イっちゃう♥♥　イっちゃう♥♥　イっちゃう♥♥　イっちゃう♥♥

イっちゃう♥♥　イっちゃう♥♥　イっちゃう♥♥　イっちゃうぅ♥♥

んっっ♥♥んっっ♥♥んっっ♥♥んっっ♥♥んっっっ♥♥

ん゛っっ♥♥ん゛っっ♥♥ん゛っっ♥♥ん゛っっ♥♥ん゛っっ♥♥ん゛ん゛っっ♥♥♥

ん゛ん゛っっっ！！♥♥♥

（射精）

シャーリィ・アゼル：

ん゛む゛ん゛う゛う゛うっっっっ…！！♥♥♥　

ん゛っ…♥♥　ん゛っ…♥♥　ん゛っ…♥♥　ん゛ん゛っっ…♥♥

シャーリィ：

出てる…、出てるっ…♥　

おちんちん、私のおっぱいに包まれたまま。びっくんびっくん跳ねてっ。

びゅるびゅるびゅるびゅる～って、せーし、漏らしちゃって、るっっ…♥♥

んっっ…♥　はっっ…♥　んっっ…♥♥　はぁっ…♥♥

すっご…♥　私のおっぱいでこんなに、出してくれるなんて…♥♥



はぁっ……、んっっ…、きっと、これ広げたら、すごいことに、なってるよ…？♥

ほら、いくよ？　おちんちんを抜いて…、んっっっ…♥♥

寄せたおっぱい、外に、開いて～っと♥　

わぁ～…、すっごい、ドッロドロぉ……♥♥　

見て見て♥　乳房の間に、白～い橋が架かってる…。

糸引いて、デロ～ン、って…♥　ふふふっ…♥

あん♥　んっ♥　せーしの残り、さらに、ぴゅっぴゅって、お胸にぃ…♥

んっ…、はぁっ…♥　すごい、量っ…♥

ここまで出してくれた人、初めて…♥♥　

勇者様…、すてきですぅ…♥♥

キスしちゃう…。ん～、んちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっ…、ちゅっ…♥♥

んちゅっ、ちゅぷっ、んちゅっ…♥♥　ちゅっ♥♥　ちゅっ♥♥　ちゅっ♥♥

はぁ…。今日は、ここまでにしとく予定だったんだけど…、

勇者様かわいすぎて、私の方が、我慢できなくなって来ちゃった…♥♥　

ね、勇者様。これから私の部屋に、来ませんかぁ…？　ちゅっ…、ちゅっ♥♥

奥さんとしたくてもできなかったこと。代わりに私がいっぱい、してあげますよ…♥♥

パイズリぃ…、手コキぃ…、フェラチオぉ…。

も　ち　ろ　ん　、その先のことも…♥♥　んふふっ…♥

ね…、イキましょ？♥♥

二人でもっと気持ちいい世界にぃ…、イきましょ～…？

ね…♥

？？？：

あら～♥　とっても、素敵な提案ね～～♥♥



私も、是非。参加してみたいんだけど、いいかしらぁ…♥

んふふふふふっ……。。

シャーリィ：

っっ！！　こっ、この、声…、は…、、

りり、リリ、リリア先輩っっ…！！

りょ、旅行に、いってたはずじゃ…？？

あ……、あ……、あ……。。あわわ…。

ご、ごご、ごめんなさい～～っっ！！！

リリア：

あらあら。なにかやましいことでもあったのかしら。

すごい勢いで、走り去っちゃって。

今度じっくりと、お話、聞かせてもらわないとね～♥♥

ん…。と、こ、ろ、で…、あなた…？

あなたとも、じっくりと、お話をする必要が、ありそうですねぇ…♥

んふふっ…♥　どうしたんですか？　真っ青になっちゃって…♥

え？　実家には、確かに行きましたよ？　

子供を、いったん、預けるためにね。

最近は、誰かさんにあんまり、構ってあげられてなかったから、

久しぶりに二人だけで過ごしたいなーとおもって。

サプライズの為に戻ってきてみれば…この有様。

ぜ～んぶ、見てましたからね？♥

バニーの子にはみんな、うす～くサキュバスの血が入ってるとはいえ…、

まさか最後まで、いっちゃうとはね～♥♥

これは…、あなたにも、再教育が必要みたいですね♥♥

気持ちよすぎて…。地獄にも感じられる。とってもエッチな教育がね♥♥　

んふふっ…♥　久しぶりの、二人だけの時間♥

とっても、楽しみでちゅね～…♥

ふふふっ♥　ふふふふふっ…♥

ちゅっ♥　ちゅっ♥　ちゅっっ♥♥

（バニー・トラップbravo15　おわり）

（バニー・トラップbravo!!　おわり）


